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主
な
内
容

　第58回成人式は10日、村総合セン
ターで行われ、58人が出席しました。
　真新しいスーツや羽織・はかま、
色鮮やかな振袖を身にまとった新成
人は、大勢の保護者らが見守る中、
大人への責任と自覚を誓いました。

（関連記事４･５㌻）  

大
人
へ
の
自
覚
新
た
に

To new
 consciousness to the adult.
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野田村長   小田祐士

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

 
20102010年初春年初春

年頭のごあいさつ

謹賀新年
2010年初春

　

平
成
22
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
元
旦
は
時
折
強
い

寒
風
が
身
に
し
み
る
中
、
初

日
の
出
が
一
段
と
美
し
く
、

穏
や
か
に
一
年
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

皆
様
と
村
に
と
っ
て
、
今

年
一
年
が
こ
の
天
候
の
よ
う

に
希
望
と
期
待
に
あ
ふ
れ
る
、

光
り
輝
く
良
い
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

全
国
的
な
経
済
危
機
、
景

気
や
雇
用
に
対
す
る
不
安
が

深
刻
化
し
て
い
る
中
、
当
地
域

に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
で
も
少
子
高
齢
化
に

よ
り
、
地
域
活
力
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
中
で
、
子
育
て
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け
ん　
さ
ん
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し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
生
活
支

援
や
介
護
施
設
の
整
備
な
ど

の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
事
業
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し
、
住

民
が
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
糧
の
安
全
・
安

心
と
安
定
供
給
の
た
め
、
そ

の
必
要
性
・
重
要
性
が
見
直

さ
れ
て
い
る
第
一
次
産
業
の

振
興
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
安
全
で
良
質
な

も
の
を
安
定
的
に
作
る
た
め
、

施
設
整
備
と
と
も
に
技
術
の

向
上
に
力
を
注
い
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
住
民
と
行

政
が
共
に
汗
を
流
し
、
知
恵

を
出
し
合
い
、
結
い
と
協
働

に
よ
る
心
の
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
村
、「
住
ん
で
良
か
っ

た
」「
住
み
続
け
た
い
」
村
を

つ
く
る
た
め
、
共
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
２
０
１
０
年
１
月
１
日
午
前
７
時
00

分
・
気
温
マ
イ
ナ
ス
１
・
４
℃
、
三
陸

鉄
道
野
田
玉
川
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
撮
影
】

３
年
無
火
災
の
偉
業
達
成

　

野
田
村
は
１
日
に
無
火
災
３
年
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

村
消
防
団
（
弐
又
文
雄
団
長
）
が
ほ
ぼ

毎
日
、
消
防
車
で
巡
回
す
る
な
ど
の
啓
発

活
動
に
力
を
入
れ
、
村
民
に
防
火
意
識
を

浸
透
さ
せ
ま
し
た
。

　

同
消
防
団
は
９
分
団
ま
で
あ
り
、
約
５

年
前
か
ら
毎
月
１
の
つ
く
日
は
第
１
分
団
、

２
の
つ
く
日
は
第
２
分
団
な
ど
各
分
団
が

夕
方
に
地
域
を
巡
回
。
０
の
つ
く
日
は
団

本
部
が
村
内
の
広
範
囲
を
回
り
、
住
民
に

注
意
喚
起
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
無
火
災
２
年
を
２
度
達
成
し
て

い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
地
域
を
守
る
消
防
団

　

村
消
防
団
の
出
初
め
式
は
10
日
、
村
体

育
館
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
や
婦
人
消
防

協
力
隊
ら
約
２
０
０
人
と
ポ
ン
プ
車
な

ど
車
両
16
台
が
参
加
。
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏

に
合
わ
せ
堂
々
と
し
た
行
進
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
、統
監
の
小
田
祐
士
村
長
が「
昨

年
、
台
風
18
号
の
接
近
で
記
録
的
な
大
雨

に
よ
り
床
上
浸
水
な
ど
の
被
害
に
見
舞
わ

れ
た
が
、
団
員
の
迅
速
な
対
応
で
人
的
被

害
に
至
ら
な
か
っ
た
。
自
然
災
害
の
発
生

は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
が
、
防
災
は
第
一
に

消
防
団
と
協
力
隊
の
肩
に
か
か
っ
て
い
る
。

村
民
の
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
た

め
に
、さ
ら
な
る
研
鑽
を
積
ん
で
ほ
し
い
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。



人員・姿勢・服装を点検する小田祐士統監（野田村長）

  言うことを聞きますから帰って下さい！

  無病息災を願う「どんと焼き」

村
の
伝
統
行
事
に
触
れ
る

　

む
ら
づ
く
り
運
動
推
進
協
議

会
（
前
田
公
司
会
長
）
の
主
催

に
よ
る
新
春
恒
例
の
小
正
月
行

事
は
15
日
、
村
民
広
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

日
中
で
も
気
温
が
氷
点
下
の

真
冬
日
の
厳
し
い
寒
さ
の
中
、

会
場
に
は
家
族
連
れ
や
小
学
生

が
訪
れ
、
ど
ん
と
焼
き
や
餅
つ

き
、
野
田
村
・
日
向
・
玉
川
の

保
育
所
の
園
児
と
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
会
員
た
ち
が
一
緒
に

団
子
し
ば
作
り
を
す
る
な
ど
、

村
の
伝
統
行
事
に
触
れ
ま
し
た
。

　

お
正
月
の
間
、
家
な
ど
に
飾

っ
て
い
た
し
め
縄
飾
り
な
ど
を

持
ち
寄
っ
て
、
一
年
の
無
病
息
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災
な
ど
を
お
祈
り
す
る
ど
ん
と

焼
き
は
、
今
年
も
ビ
ニ
ー
ル
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
取
り
除

い
て
、
火
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

燃
え
さ
か
る
炎
の
周
り
に
は
、

人
が
集
ま
り
、
今
年
一
年
の
家

内
安
全
と
無
病
息
災
、
五
穀
豊

穣
を
願
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
な
も
み
太
鼓
の

演
奏
に
よ
る
郷
土
芸
能
も
披
露

さ
れ
、
小
正
月
を
祝
い
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
な
も
み
保
存
会
に

よ
る
「
な
も
み
」
が
行
わ
れ
、

鬼
の
面
と
装
束
に
身
を
包
ん
だ

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
村
内

の
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
い
る

家
々
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弐
又
団
長
が
「
昨
年
も
一
度
の

火
災
も
な
く
３
年
間
無
火
災
を
達
成
で
き

た
。
村
は
多
く
の
災
害
の
脅
威
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。団
員
・
協
力
隊
は
住
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
、
常
に
身
を
引
き
締
め
職
務

に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
城
内
地
区
を
四
列
縦
隊
で
分

列
行
進
し
、
村
民
に
防
災
を
担
う
心
意
気

を
示
し
ま
し
た
。
行
進
の
後
は
、
愛
宕
参

道
広
場
に
集
合
し
、
今
年
一
年
の
無
火
災

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
式
の
中
で
は
、
退
職
団
員

ら
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は

左
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

▼
村
長
感
謝
状
（
退
職
消
防
団
員
表
彰
）

　

元
⑦
副
分
団
長
・
晴
山
浩
喜

　

元
⑨
副
分
団
長
・
故
中
野
泉

▼
消
防
団
長
表
彰（
優
良
機
械
器
具
点
検
表
彰
）

　

第
５
分
団
、
第
９
分
団
、
第
８
分
団

※
○
数
字
は
分
団



五林　信幸
（愛宕町）

坂本　遼介
（中新山）

新山　雅貴
（中新山）

弐又　健志
（上明内）

坂本　良太
（北区）

川戸道大輔
（北区）

貫牛　大陸
（上明内）

菊地　裕介
（北区）

小野寺智樹
（中平）

小野寺政人
（門前小路）

小野寺康浩
（上明内）

大泉　純輝
（門前小路）

大沢　一樹
（下明内）

金子　俊樹
（玉川）

大沢　雄太
（中平）

小野寺友樹
（下明内）

小袖　俊治
（旭町）

崎廣　健一
（広内）

新山　龍一
（下新山）

中村　圭祐
（下泉沢）

辻鼻　俊介
（南浜）

片座　隼貴
（前田小路）

小野　雄樹
（上泉沢）

金子　泰徳
（玉川）

小谷地　駿
（港）

澤里　健太
（中新山）

小野寺峰志
（下明内）

上川　直人
（玉川）

小谷地　優
（港）

新山　翔唯
（旭町）
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※（　）内は出身地区、敬称略

　

第
58
回
野
田
村
成
人
式
は
10
日
、

村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

色
鮮
や
か
な
振
袖
姿
や
真
新
し
い

ス
ー
ツ
姿
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
ら
は
、写
真
を
取
り
合
う
な
ど
久
々

の
再
会
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
式

典
で
は
家
族
や
恩
師
ら
か
ら
祝
福
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
21
年
度
に
二
十
歳
を

迎
え
る
新
成
人
79
人
の
う
ち
、
58
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

小
田
祐
士
村
長
は
「
い
か
な
る
場

面
で
も
挑
戦
す
る
勇
気
を
持
ち
、
生

き
が
い
と
夢
に
あ
ふ
れ
た
充
実
し
た

～　Congratulations on the adult. ～

79
人
が
大
人
の
仲
間
入
り



上川　　愛
（玉川）

佐藤　文香
（米田）

田井真希子
（根井）

山本　　綾
（上明内・旧姓　崎廣）

澤口　成恵
（横町）

泉沢　侑子
（上泉沢）

大澤　知香
（上泉沢）

大沢　真美
（上新山）

間明　貴昭
（米田）

堀合洸大朗
（南浜）

小田　志乃
（中新山）

沢里　美咲
（中平）

高田　千尋
（玉川）

新山　　舞
（中新山）

中川原真衣
（下泉沢）

米田　早希
（中平）

茂石　真美
（下明内）

山形　琴華
（米田）

中野　清良
（北区）

畑村　愛香
（間明）

小野寺康浩さ
んと畑村

愛香さ
んによる「村民

憲章朗読」　 　　　

明内永仁さ
んと泉沢侑

子さ
んによる「新成人

誓いのことば」　 　

米田　　優
（米田）

明内　永仁
（下明内）

小野寺智子
（北区）

清水川桃子
（門前小路）

米田　大介
（米田）

森貝　周司
（旭町）

小野寺由希子
（下明内）

下田はるか
（上泉沢）
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誇
り
と
責
任
を
胸
に　
新
た
な
門
出

二十歳のひとみ

人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
下
明
内
の
明

内
永
仁
さ
ん

と
上
泉
沢
の
泉
沢
侑
子
さ
ん

が
「
社
会
の
一
員
と
し
て
、
誇
り
と

責
任
を
持
ち
、
地
域
や
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
」
と
力
強

く
決
意
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
恩
師
の
先
生
２
人

に
よ
る
記
念
講
話
が
行
わ
れ
、
出
席

者
が
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
式
典
に
出
席
し
た
成

人
者
全
員
を
紹
介
し
ま
す
。

ゆ
き　

こ

の
ぶ　
ひ
と



従来の証明

戸籍謄本
戸籍抄本

Ｂ４判横長（謄本）
Ｂ５判縦長（抄本）

文書体縦書き

白　　紙

朱　肉　印

変更項目

様　　式

名　　称

書　　式

用　　紙

公　　印

（1の1） 　全　　部　　事　　項　　証　　明

　岩手県九戸郡野田村大字野田第二十地割14番地

　野田　太郎

戸籍事項
　　　戸籍改製 【改製日】　平成22年2月20日

【改製事由】　平成６年法務省令第５１号附則第２条１項による改製

戸籍に記録されているもの

【名】　太郎

【生年月日】　昭和４０年７月５日 　　　【配偶者区分】　夫
【父】　野田一郎
【母】　野田花子
【続柄】　長男

身分事項
　　　出　　　生 【出生日】　昭和４０年７月５日

【出生地】　岩手県九戸郡野田村
【届出日】　昭和４０年７月１３日
【届出人】　父

　　　婚　　　姻 【婚姻日】　平成５年１月５日
【配偶者氏名】　岩手幸代
【従前戸籍】　岩手県九戸郡野田村大字野田第二十地割14番地　野田一郎

戸籍に記録されているもの

【名】　幸代

【生年月日】　昭和４３年１２月１０日　　　【配偶者区分】　妻
【父】　岩手三郎

　 【母】　岩手洋子
【続柄】　三女

身分事項
　　　出　　　生 【出生日】　昭和４３年１２月１０日

【出生地】　岩手県盛岡市
【届出日】　昭和４３年１２月１５日
【届出人】　父

　　　婚　　　姻 【婚姻日】　　平成５年１月５日
【配偶者氏名】　野田太郎
【従前戸籍】　岩手県盛岡市中央１丁目１番地　岩手三郎

以下余白

発行番号　　00000001

　　これは、戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である。

本　　　　籍

氏　　　　名

印岩手県九戸郡野田村長　小田 祐士　平成22年2月22日

平
成
五
年
壱
月
五
日
編
製
㊞

男 長

父母

 籍       本  

 名       氏  

岩
手
県
九
戸
郡
野
田
村
大
字
野
田
第
弐
拾
地
割
拾
四
番
地

野

田

太

郎

太

郎

昭

和

四

拾

年

七

月

五

日

父

岩

手

三

郎

矢

野

洋

子

野

田

一

郎

太

田

花

子

女 三

夫生出

手
三
郎
戸
籍
か
ら
入
籍
㊞

昭
和
四
拾
年
七
月
五
日
九
戸
郡
野
田
村
で
出
生
同
月
拾
参
日
父
届
出
入
籍
㊞

平
成
五
年
壱
月
五
日
岩
手
幸
代
と
婚
姻
届
出
九
戸
郡
野
田
村
大
字
野
田
第
弐
拾
地
割

拾
四
番
地
野
田
一
郎
戸
籍
か
ら
入
籍
㊞

母

平
成
五
年
壱
月
五
日
野
田
太
郎
と
婚
姻
届
出
岩
手
県
盛
岡
市
中
央
壱
丁
目
壱
番
地
岩

昭
和
四
拾
参
年
拾
弐
月
拾
日
岩
手
県
盛
岡
市
で
出
生
同
月
拾
五
日
父
届
出
入
籍
㊞

コンピュータ導入後

全部事項証明
個人事項証明

Ａ４判縦長

項目別横書き

地紋紙（偽造防止）

黒色の公印（電子印）

6

戸
籍
の
証
明

戸
籍
の
証
明
書
が
変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す

戸
籍
の
証
明

戸
籍
の
証
明
書
が
変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す

戸
籍
の
証
明
書
が
変
わ
り
ま
す
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村
で
は
、
戸
籍
事
務
の
迅
速
化
、
簡
素

化
お
よ
び
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
新
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
戸
籍
事
務
を
行
い
ま
す
。

証
明
書
を
発
行
で
き
る
の
は
、
2
月
22
日

（
月
）か
ら
で
す
。

　

現
在
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
字
が
、

漢
和
辞
典
な
ど
に
な
い
字
、
ま
た
手
書
き

の
た
め
異
な
る
字
体
（
誤
字
）
の
場
合
は
、

正
し
い
字
体
に
直
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入

力
さ
れ
ま
す
。

　

村
で
は
該
当
す
る
人
に
対
し
て
郵
便
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
必
ず
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
戸
籍
の
証
明
書
は
主
に
手
作

業
で
作
成
し
て
い
た
た
め
、
交
付
す
る
ま

で
の
時
間
（
日
数
）
が
か
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
後
は
、
作
成

に
か
か
る
時
間
（
日
数
）
お
よ
び
発
行
時

間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
書
の
請
求
方
法
お
よ
び
手
数
料
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
手
数
料
は
、

戸
籍
の
全
部
・
個
人
証
明
が
4
5
0
円
で
す
。

■問い合わせ　住民福祉課☎78･2928

2
月
22
日
か
ら
証
明
書
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
発
行

「名称」・「様式」などが次のとおり変わります！

【旧】 【新】

請
求
方
法
・
手
数
料　
　
　

発
行
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す

氏
名
文
字
を
常
用
漢
字
に

　
　
　
　
　
　

統
一
し
ま
す



T h e 　 p e o p l e 　 n o t 　 g i v e n 　 a r e 　 h e l p e d .

野
田
小
学
校
の
昇
降
口
に
貼
り
出
さ
れ
た
手
づ
く
り
の

ポ
ス
タ
ー
で
全
校
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
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い
っ
ぱ
い
届
け
車
い
す

―　
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
を
助
け

　
　
　
　
　
　

社
会
と
環
境
に
大
き
く
貢
献　

―

命と地球を考える　

はがきなど５種類の収集運動
野田小ＰＴＡ

　

野
田
小
学
校
（
沢
里
優
子
校

長
・
児
童
２
３
０
人
）
と
同
校

Ｐ
Ｔ
Ａ （
晴
山
喜
吉
会
長
）
は
、

は
が
き
や
切
手
な
ど
を
収
集
し

て
福
祉
関
係
団
体
に
寄
贈
す
る

環
境
保
全
や
社
会
貢
献
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

使
わ
な
い
は
が
き
や
切

手
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

収
集
し
て
い
る
の
は
５
種
類
。

住
所
を
書
き
間
違
え
た
ハ
ガ
キ
、

使
用
済
み
切
手
、
使
用
済
み
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
ベ
ル
マ
ー
ク

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
使
わ
な
く
な
っ
た

未
投
函
の
ハ
ガ
キ
や
未
使
用
切

手
、
身
近
に
眠
っ
て
い
る
使
わ

な
く
な
っ
た
返
信
用
葉
書
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

家
庭
に
眠
る
は
が
き
が

体
の
不
自
由
な
人
を

救
う

　

家
庭
な
ど
か
ら
持
ち
寄
っ
た

は
が
き
な
ど
は
、
子
ど
も
た
ち

が
同
校
の
昇
降
口
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入

れ
ま
す
。

　

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
活
環
境
委
員

会
（
明
内
明
美
委
員
長
）
の
メ

ン
バ
ー
が
は
が
き
な
ど
の
仕
分

け
作
業
を
行
い
ま
す
。　

　

そ
の
後
、
岩
手
県
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
、
同
視
覚
障
害
者

福
祉
協
会
、
同
社
会
福
祉
協
議

会
に
送
ら
れ
寄
付
す
る
仕
組
み

で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
使
用
済
み
の
図

書
カ
ー
ド
や
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

な
ど
の
各
種
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
も
収
集
し
、
同
社
会
福
祉
協

議
会
「
い
わ
て
車
い
す
フ
レ
ン

ズ
」
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
同
協

議
会
で
は
、
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
古
い
車
い
す
を
修
理
し
て
ア

ジ
ア
諸
国
の
恵
ま
れ
な
い
人
た

ち
へ
贈
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
で
良
い
教
育

環
境
を
つ
く
る

　

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
ベ
ル
マ
ー
ク

運
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
「
す
べ
て
の
子

ど
も
に
等
し
く
、
豊
か
な
環
境

の
な
か
で
教
育
を
受
け
さ
せ
た

い
」
と
の
願
い
を
込
め
て
１
９

６
１
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

Ｐ

Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
生
み
出

さ
れ
た
資
金
で
、
学
校
づ
く
り

を
進
め
、
さ
ら
に
国
の
内
外
で

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
い
な

が
ら
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
日
常
購

入
す
る
食
材
な
ど
の
包
装
紙
に

プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
ベ
ル
マ

ー
ク
を
集
め
る
だ
け
で
、
誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
協
賛
会
社
が

商
品
に
付
け
て
い
る
マ
ー
ク
を

集
め
、
整
理
、
計
算
し
て
財
団

に
送
る
と
１
点
が
１
円
に
換
算

さ
れ
て
学
校
の
ベ
ル
マ
ー
ク
預

金
に
な
り
ま
す
。 

そ
の
預
金
で

自
分
た
ち
の
学
校
に
必
要
な
教

材
備
品
を
協
力
会
社
か
ら
購
入

し
ま
す
。
す
る
と
購
入
金
額
の

10
％
が
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
に
寄

付
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
資
金
は
財

団
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
援

助
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
増
や
そ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　

同
校
は
平
成
21
年
４
月
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
（
川
﨑
駿

委
員
長
・
委
員
14
人
）
を
設
立

し
活
動
を
強
化
し
ま
し
た
。
同

委
員
会
は
、
手
づ
く
り
の
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
目
に
付
き
や
す

い
校
内
の
昇
降
口
な
ど
に
貼
り
、

全
児
童
へ
広
く
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　

同
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、村
役
場
に
も
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
ベ
ル

マ
ー
ク
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置

き
、協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。



入賞した前列左から中村佳乃さ
ん、中野彩加さ

ん

中野那都さ
ん、前田千晶さ

ん、中村美結さ
ん

おいしそうにシイタケをほおばる児童ら

表彰された前列左２番目から大泉孝市さ
ん、大沢欽弥さ

ん

門間孝正さ
ん、円内の中川栄司さ

ん

受賞者の功労表彰
▽大沢欽弥さ

ん　1973年から35年間消防団　05年から分団長
▽門間孝正さ

ん　1984　〃　25　　〃　　　06　　〃
▽中川栄司さ

ん　1971　〃　35　　〃　　　03　　〃
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火事は起こさない、決意新たに
防火ポスターコンクール

　久慈地区幼少年婦人防火委員会主催の2009年度防
火ポスターコンクール表彰式は12月24日、野田小学
校で開かれました。管内での入賞者20人のうち、本
村から５人が受賞。優秀賞に同小４年の中村美結さ

ん

と前田千晶さ
んが選ばれました。

　同委員会の松野下冨則会長は「作品の構図や色使
いがレベルアップした。できるだけ地域から火事を
起こさないよう協力してほしい」とあいさつ。賞状
と記念品を手渡しました。
　同賞以外の入賞者３人は次のとおりです。努力賞
中野那都さ

ん、中野彩加さ
ん、中村佳乃さ

ん。

「さらに精進」と謝辞
功労表彰式

　村の功労表彰式が12月18日、村役場で開かれ、村農業
委員として1981年から９期27年間在職し、96年からは会長
職を12年間勤めた根井地区の大泉孝市さん（75）ら４人が、
長年にわたり村政の発展に尽くしたとして表彰されました。
　大泉さんのほかに、いずれも村消防団元分団長の大沢欽
弥さ

ん（56･横町）、門間孝正さ
ん（58･上新山）、中川栄司さ

ん（59･
玉川）の３人が小田祐士村長から表彰状を手渡されました。
　大泉さんは「栄誉ある賞は誠に喜ばしく、身に余る栄光
だと思っている。この名誉を汚さぬよう、さらに精進する」
と謝辞を述べました。大泉さんを除く受賞者の功績は右の
とおりです。

キノコでおいしく学ぶ
しいたけ学校給食

　食育出前教室「しいたけ学校給食」は12月９日、
野田小学校（沢里優子校長、児童230人）で開かれ、
３年生児童27人が参加しました。
　児童は、久慈地方振興局の松坂竹志上席指導員や
生産者の小野紀行さ

ん（下泉沢）らによるキノコの生態
や苦労などを学びました。
　給食は沢煮椀、とうふハンバーグきのこソースな
どがメニュー。道上まどかちゃんは「給食はおいし
かった。ナメコはおじいちゃんからもらっている。
キノコの中で一番大好き」と笑顔を見せました。

こう　いち

きん

かど　ま　たか　まさ えい　しや

さわ　に　わん



焼きたてのホタテを買い求める来場者

日本ゲートボール連合から表彰状が贈られた、左から
小野寺敬次郎さ

ん、久保三之助さ
ん

優良賞に選ばれた久慈工高３年の瀧澤桂さ
ん
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厚く安く、甘いホタテ１時間で売り切れ
野田ホタテまつり

　野田ホタテまつり（実行委主催）は12月12日、野田
漁港で開かれ、大勢の来場者が浜の景色を楽しみな
がら、豊かな海の恵みを味わいました。
　生のホタテは大サイズが500㌔、小が800㌔を用意。
価格は市価より２～３割安とあって来場者は20個、30
個とまとめ買い。大は開始から１時間足らずで売り切
れました。
　会場ではホタテ焼きのほか、スープやごはんなどの
加工品も販売。観光客らは貝柱が厚く甘味のある野田
産ホタテに舌鼓を打っていました。

仲間とふれあい楽しく、ますます元気
日本ゲートボール連合表彰

　平成21年度財団法人日本ゲートボール連合表彰伝達
式は12月11日、盛岡市のホテルで開かれ、県内から40
人が表彰されました。
　本村からは健康功労賞に下明内の小野寺敬次郎さ

ん（87）、
審判員功労賞に下泉沢の久保三之助さ

ん（83）の２人が選
ばれ、同連合の小野清子会長から表彰状が贈られました。
　小野寺さ

んは「頭を使うし、ぼけ防止にもつながる。
死ぬまでやりつづけたい」と健康増進に意欲を見せま
した。久保さ

んは「ゲートボールは健康のためやっている。
ルールを熟知しキャプテンの作戦どおりやれば勝てる」
とチームプレーや戦略の重要性を語りました。

久慈工高生が優良賞
牛乳料理県コンクール

　県牛乳普及協会（小林英男会長）主催の牛乳・乳製品利用料理コ
ンクールはこのほど、盛岡市の西部公民館で開かれ、久慈工高３年の
瀧澤桂さ

ん＝久慈市＝の「野田ホタテのポワレ」が優良賞に選ばれました。
　349人が応募し、書類選考を通過した県内各地の主婦や高校生10人
が出場。牛乳やバターを使ったオリジナル料理や菓子で自慢の腕を競
いました。
　瀧澤さ

んの料理は、ホウレンソウとジャガイモをミキサーにかけたピ
ュレに、バターソテーしたホタテをのせ、フライドオニオンや生クリー
ムとヤマブドウジュースを混ぜたソースを添えました。瀧澤さんは「初
参加で賞に入るとは思わなかった。今度は豪華な料理に挑戦したい」
と意気込みました。

けい



税源移譲前

所得税額
住宅ローン
控除可能額

住宅ローン
控除額

納付すべき
所得税額

税源移譲後

所得税額

所得税額
が減少

住宅ローン
控除可能額

所得税から控除しきれなかった住宅ローン
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除

所得税
住宅ローン
控除額

控除しきれ
なかった額

減少
納付すべき
住民税額

住民税住宅
ローン控除額

措
置

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少

　

平
成
21
年
中
の
所
得
に
つ
い

て
の
所
得
税
・
村
県
民
税
の
申

告
相
談
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。

■
申
告
が
必
要
な
い
人

◯
給
与
の
み
の
所
得
者
で
、
勤

務
先
か
ら
村
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

◯
公
的
年
金
の
み
の
所
得
者
で
、

村
に
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

◯
税
務
署
で
申
告
す
る
人

■
申
告
が
必
要
な
人

◯
平
成
22
年
1
月
1
日
現
在
、

野
田
村
に
住
所
が
あ
る
人
で
、

一
定
の
所
得
以
上
の
人

　

申
告
し
な
い
場
合
に
は
、
税

務
証
明
書（
所
得
証
明
書
な
ど
）

が
発
行
で
き
な
い
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
対
象
と
な
ら
な

い
た
め
国
保
税
が
高
く
な
る
、

児
童
手
当
の
給
付
が
受
け
ら
れ

な
い
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

◯
医
療
費
控
除
や
寄
付
金
控
除

等
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

　

一
定
額
以
上
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
し
た
人
は
寄
付
金
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

②
平
成
21
年
中
の
収
入
が
わ
か

る
書
類

◯
給
与
所
得
者
…
源
泉
徴
収
票

ま
た
は
１
年
間
の
給
与
明
細
書

な
ど
（
原
本
を
提
出
）

◯
農
業
・
漁
業
・
営
業
等
所
得

者
…
年
間
の
収
入
金
額
と
事
業

に
係
る
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
、

領
収
書
な
ど

※
農
業
所
得
は
、簡
易
計
算（
農

業
所
得
標
準
）
が
廃
止
さ
れ
、

収
支
計
算
に
よ
る
申
告
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◯
不
動
産
所
得
者
…
家
賃
、
借

地
料
や
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
、

領
収
書
な
ど

◯
そ
の
他
雑
所
得
及
び
一
時
所

得
者
…
個
人
年
金
の
支
払
調
書
、

生
命
保
険
満
期
返
戻
金
の
支
払

明
細
書
な
ど

③
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類

◯
社
会
保
険
料
控
除
…
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
国

民
年
金
保
険
料
、
農
業
者
年
金

保
険
料
な
ど
の
領
収
書
や
支
払

証
明
書
、
通
帳
（
口
座
振
替
を

し
て
い
る
場
合
）

◯
生
命
保
険
料
控
除
…
控
除
証

明
書

◯
地
震（
損
害
）保
険
料
控
除
…

控
除
証
明
書
（
平
成
18
年
末
ま

で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険

契
約
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
損
害
保
険
料
控
除
が
適
用
）

◯
障
害
者
控
除
…
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど

◯
医
療
費
控
除
…
領
収
書
、
保

険
な
ど
で
戻
っ
て
き
た
金
額

（
医
療
保
険
の
給
付
金
や
健
康

保
健
の
高
額
療
養
費
な
ど
）
の

金
額
が
わ
か
る
も
の

◯
住
宅
借
入
金
控
除
…
住
宅
取

得
資
金
年
末
残
高
証
明
書
な
ど

※
医
療
費
や
経
費
な
ど
の
領
収

書
関
係
は
、
事
前
に
整
理
・
集

計
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

④
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が

送
付
さ
れ
て
い
る
人
は
、
送
付

さ
れ
た
確
定
申
告
書

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成
19

年
1
月
か
ら
所
得
税
と
住
民
税

の
負
担
割
合
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
所
得
税

額
が
減
少
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
が
所
得
税
額
を
上
回
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
所
得
税
額
か
ら

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
は
、

翌
年
度
の
住
民
税
（
所
得
割
）

か
ら
控
除
で
き
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
適

用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象
者

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
末
ま
で

に
入
居
し
た
人
で
、
税
源
移
譲

に
よ
り
所
得
税
額
が
減
少
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
所
得
税

額
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た

人
が
対
象
で
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
以
降
に
入

居
し
た
人
は
、
従
来
ど
お
り
所

得
税
の
み
適
用
と
な
り
ま
す
。

◇
申
告
期
限

　

平
成
22
年
3
月
15
日
（
月
）

◇
申
告
方
法

・
確
定
申
告
を
し
な
い
人
…
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

告
書
に
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し

村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
確
定
申
告
を
す
る
人
…
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
と
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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税
の

申
告
は
お
忘
れ
な
く
！

税
の

申
告
は
お
忘
れ
な
く
！

期
限
は
３
月
15
日
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　東北税理士会久慈支部による
「給与・年金所得者等の還付申
告書」の作成指導を無料で行い
ます。
■日時　２月６日（土）
　　　　10：00～16：00
■会場　久慈プラザホテル
■問い合わせ先　東北税理士会
久慈支部☎52･3471

　身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳をお持
ちの方は、年齢に関係なく障害
者控除を受けられます。
　これらの障害者手帳をお持ち
でない方であっても、65歳以
上で寝たきりなど、「一定の障
害」があると認められた方は、
障害者控除を受けられます。
　「一定の障害」に該当するか
は、住民福祉課（☎78･2927内
線131）へご相談ください。

還付申告書の
作成指導会のお知らせ！

障害者控除が　　　　
　　　　受けられます

申告相談受付日程表

玉 川・玉 鉱

南 浜

根 井

中 平

13：00～15：00 下 泉 沢
北 区
本 町・旭 町
愛宕町・門前小路
横町・前田小路
上記の日程で申
告できなかった
人　　　

下 安 家

上 泉 沢
上・中・下新山

港

米 田

間 明
日 形 井
種 綿
大　　　　葛
対象地区

上 明 内
下 明 内

和野平・沢山

中 沢
広 内

10：00～15：00

10：00～11：30

10：00～11：30
13：30～15：00

10：00～11：30
13：30～15：00

13：30～15：00

9：30～15：00

9：30～15：00
9：30～15：00
9：30～15：00
9：30～15：00
9：30～12：00

9：30～15：00

10：00～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00

9：30～15：00

13：30～15：00

10：00～11：30

9：30～11：30

10：00～15：00
10：00～15：00

受付時間

10：00～15：00

10：00～11：30

根井地区構造改善センター
下安家漁村センター

中平公民館
米田地区集落センター

南浜児童館

港児童館

泉沢公民館

新山公民館

役場第１会議室

玉川地区活性化センター

日形井地区集落センター
種綿公民館

場　　所
大葛公民館

間明公民館

広内集落農事集会所
中沢公民館

上明内地区活性化センター
和野平公民館

下明内地区構造改善センター16日（火）
18日（木）

15日（月）

12日（金）

10日（水）

２月９日（火）

申告書受付月日

19日（金）

23日（火）

25日（木）

26日（金）

22日（月）

11日（木）
９日（火）

３月１日（月）

２日（火）

15日（月）
12日（金）

４日（木）

８日（月）
５日（金）
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農業委員会だより

新たな農地制度がスタート　　　（農地制度改正の５つのポイント）
　農地法が平成21年12月15日に改正されました。主な内容は“これ以上の農地の減少を食い止め”る
ことにより農地を確保し、‶農地を貸しやすく借りやすく”することで農地を最大限利用することな
どをねらいとしています。

●農地を利用できる人の範囲が拡大(要件あり）
　　農地の借り受け者の範囲
 　　　　　（改正前）　　　　　　　　　  （改正後追加）

+　

●共有農地（相続登記未了の農地含む）の共有持
分の２分の１を超える同意で利用権設定が可能

②耕作しないでいると…
　遊休農地に対する指導が強化されます！

①農地を貸したいんだけど…
　農地の貸借規制が緩和されます！

●遊休農地対策が強化されすべての遊休農地が
指導の対象に
●農業委員会が、
年１回農地の利
用状況の調査を
実施します

●違反転用などに対する処分・罰則を強化
●都道府県知事などによる行政代執行制度を創設

④小作料の標準額はどうなるの…
　標準小作料制度は廃止されます！

③許可なく転用してしまうと…
　違反転用に対する罰則が強化されます！

●これまで農業委員会が定めた農地の賃借料
（標準小作料制度）は廃止となります
●今後の農地の賃借料は、農業委員会が提供す
る実勢の賃借料情報を参考に当事者同士で決定
します
●実勢の賃借料情報が、地域における新たな賃
借料の目安となります

●相続などによって農地を取得した人は、農地の
ある農業委員会へ届出が必要となります
●耕作できない場合は、
農業委員会から貸し借り
などのあっせんを受ける
ことが可能

⑤農地を相続する場合は…
　農業委員会への届出が必要になります！

■
農
地
法
関
係
書
類
の
申
請
受
付

　

⑴　

申
請
受
付
期
間

　

毎
月
25
日
頃
か
ら
翌
月
の
10
日
ま
で
。

　

た
だ
し
、
10
日
が
閉
庁
日
に
あ
た
る
場

合
は
前
日
の
開
庁
日
を
受
付
締
切
日
と
し

ま
す
。

　

⑵　

対
象
と
な
る
申
請
受
付
事
務

　

農
地
法
第
３
条(

農
地
の
権
利
移
動
等
）、

農
地
法
第
４
条(

農
地
の
自
己
転
用
）、
農

地
法
第
５
条(

農
地
転
用
を
伴
う
権
利
移

動
等
）、農
用
地
利
用
集
積
計
画
、不
動
産

取
得
税
徴
収
猶
予
適
格
者
証
明
、相
続
税
納

税
猶
予
適
格
者
証
明
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
☎
７
８
・
２
９
３
４　

野
田
村
農
業
委
員
会
事
務
局
）

事　項 改正前 改正後

①違反転用
３年以下の懲役または300
万円以下の罰金
（法人は300万円以下の罰金）

３年以下の懲役または300
万円以下の罰金
（法人は１億円以下の罰金）

②違反転用に
おける原状回
復命令違反

６カ月以下の懲役または30
万円以下の罰金
（法人は30万円以下の罰金）

３年以下の懲役または300
万円以下の罰金
（法人は１億円以下の罰金）

農作業

常時従事者

農作業
常時従事者
以外の個人

農業生産
法人以外の
法人

農業

生産法人
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■問い合わせ  　　　　　　　　　　　　　　　　　
野田村農業委員会事務局　　　☎７８・２９３４
新岩手農業協同組合野田支所　☎７８・２１５１

農業委員会だより



学習コーナー涯

賞状とトロフィーを手に喜びの城内上チーム

ゆっくりだけど、滑れるようになってきたよ

円に狙いを定めて、ストーンを滑らせます

14

生

　第23回野田村民体育大会の最初の種目となる第
６回どこでもテニポン大会が12月15日と17日の２
日間、村体育館で開かれました。
　大会には８地区から13チームが参加して、テニ
ポンを楽しみました。
　ルールが簡単でなじみやすい競技なので、ラリー
が続く白熱した試合が多く、大会は盛り上がりまし
た。
　結果は、優勝が城内上チーム、準優勝が城内中チ
ーム、第３位が新山Ｂチームでした。

　悠YOUスポーツクラブのスケート・カーリング
教室は５､６日、二戸市の県北青少年の家で行われ、
村内の小学４年生から６年生までの児童25人が参
加して行われました。
　１日目はスケート教室。初めてすべるという子も
いて、最初は必死で手すりにしがみついていました。
姿勢や足の運び方を教わり、何度もすべっているう
ちに、つかまらずにすべれるようになり、笑顔を見
せていました。
　２日目は、今注目のカーリング教室です。カーリ
ングは、目標とする円をめがけて各チームが交互に、
ストーンと呼ばれる取っ手のついた約20㌔の石を
氷の上ですべらせ、石を円の中心により近付けたチ
ームが高得点を得るスポーツです。全員が初めての
挑戦でしたが、ストーンを投げる基本姿勢やルール
を指導されるとすぐ上達しました。実際にゲームも
行い、狙った所にストーンが届くようになると、勝
敗を楽しむ余裕がでてきました。投げたストーンが、
敵のストーンにぶつかって追い出した時には、歓声
が上がり、初めてのカーリングに夢中になっていま
した。インストラクターは「将来のオリンピック選
手を目指してください」との話がありました。
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悠YOUスポーツクラブ「スケート･カーリング教室」

初滑り！氷の上で熱い戦い初体験！

第６回  どこでもテニポン大会

ラリーが続く接戦を勝ち抜き、城内上チームが優勝



学習コーナー涯

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ほら自分で上手にお料理できるよ！

これぐらいでいいかな？なかなか伸びないな～

15

生
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　新山子ども会の「親子料理教室」が１月12日、村
総合センターで行われ、親子19人が参加しました。
　食生活改善推進員協議会の会員を講師に迎えて、郷
土料理の「ひっつみ汁」や、栄養バランスの取れた「枝
豆とひじきのカクテルサラダ」「にんじんと黄桃のヨ
ーグルトゼリー」の３品に挑戦しました。
　慣れた手つきで包丁を使う子どもや、お母さんと一
緒に包丁を手にする子どもなど、それぞれが真剣に料
理に取り組みました。ひっつみの感触に驚いたり、手
でちぎって伸ばすのに、てこずる子どもも見られまし
た。
　試食では、おかわりをする子どもがいるなど、みん
なでおいしそうにたいらげており、冬休みの楽しい親
子の思い出になりました。

新山子ども会「親子料理教室」

おいしい冬の思い出づくり

■問い合わせ　 村立図書館☎78・2938

・『結党！老人党』　  三枝　玄樹
　フツーのお年寄りがひょん
なことから国会デビュー？捨
て身になれる老人こそが、こ
の国を救うのだ！「何かをし
たいのではなく、役に立つた
めに生きたい。」という老人
党員達。
　笑って泣ける痛快政治コメディです。

・『いいから　いいから』１～３
　　　長谷川　義史
　ある日の夕方、雷がぴかっ
と光って、ドーンといった。
すると、目の前に雷の親子が
座っていた。雷親子をもてな
すぼくとおじいちゃん。
　「いいからいいから」が口
癖のおじいちゃんと孫のユー
モラスで思わず笑顔になる絵本シリーズです。

LIBRARY

■２月の『おはなし会』
　図書館ボランティアグループ「あっぷっぷ」によ
る読み聞かせの会を開催します。
　このほか、手遊びや歌遊び、折り紙遊びなどもし
ています。
■日時　２月13日（土）  14：00～
■場所　村生涯学習センター　談話室

■新刊紹介
・『雨月物語』　  岩井　志麻子
　上田秋成の世界が「女の
情念」でよみがえる。ホラ
ー小説の鬼才が独自の解釈
で描く江戸怪異小説の妙。
　背景に、上田秋成とその
母の妄執と歪んだ愛情を置
いた、新しい世界観による「岩井志麻子版・雨月物
語」です。

図書館だより



中村佳津美
保健師

　

今
季
の
冬
は
例
年
に
な
く
大
雪
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
冷
え
症
で
悩
ま

さ
れ
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
さ
ぞ
か

し
身
に
こ
た
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
冷
え
症
」
は
女
性
に
多
く
、
手

足
な
ど
の
末
梢
の
冷
え
を
訴
え
る
人

が
多
い
で
す
。
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
冷
た
く
感
じ
る
こ
と
は
血
液

の
循
環
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

状
態
が
長
引
く
と
必
要
な
と
こ
ろ
に

血
液
が
行
き
届
か
ず
、
頭
痛
、
め
ま

い
、
肩
こ
り
、
疲
労
感
、
不
眠
、
胃

の
も
た
れ
な
ど
の
症
状
が
表
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
血
圧
が
高
く
な
り

内
臓
の
働
き
が
弱
ま
り
ま
す
。「
な

ん
と
な
く
調
子
が
良
く
な
い
」
と
感

じ
る
人
は
「
冷
え
」
が
一
因
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

冷
え
症
の
人
に
普
段
取
り
組
ん
で

い
る
対
策
を
尋
ね
る
と
、「
靴
下
を

２
枚
は
く
」「
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
」「
と

に
か
く
何
枚
も
着
る
」
と
の
答
え
が

返
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
着
か
た

し
だ
い
で
、
冷
え
が
解
消
し
な
い
ま

16

ま
、
た
だ
着
ぶ
く
れ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
重
ね
着
は
、
体
を
締
め
付
け

て
し
ま
い
、
血
液
の
循
環
を
悪
く
さ

せ
、
よ
け
い
冷
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
『
足
湯
』
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
足
湯
は
、
冷
え
症
だ
け
で

な
く
足
の
疲
れ
や
む
く
み
を
解
消
す

る
ほ
か
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
高
ま

り
ま
す
。
温
泉
地
な
ど
で
は
足
湯
の

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
ま
た
、
足
湯
グ

ッ
ズ
も
売
ら
れ
て
い
る
の
で
「
や
っ

て
る
よ
」
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
特
別
な
道
具
が
な
く
て

も
、
大
き
め
の
バ
ケ
ツ
と
お
湯
が
あ

れ
ば
、
部
屋
で
も
で
き
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
体
を
温
め
る
食
べ
物
、
血
行

を
良
く
す
る
た
め
の
運
動
な
ど
、
冷

え
対
策
は
多
い
で
す
。
自
分
に
合
っ

た
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
足
湯
の
仕
方
】

準
備
す
る
も
の
：
大
き
め
の
バ
ケ
ツ

か
タ
ラ
イ
、
お
湯
（
40
〜
42
℃
）、
足

し
湯
用
の
お
湯
（
少
し
熱
め
）、
タ

オ
ル
な
ど

　

バ
ケ
ツ
に
お
湯
を
入
れ
る
。
浸
す

の
は
足
の
く
る
ぶ
し
よ
り
上
か
ら
ふ

く
ら
は
ぎ
の
下
く
ら
い
ま
で
。
お
湯

が
冷
め
て
き
た
ら
足
し
湯
を
す
る
。

時
間
は
15
分
か
ら
30
分
、
体
が
ぽ
か

ぽ
か
し
て
、
少
し
汗
ば
ん
で
き
た
ら

終
了
。水
分
を
タ
オ
ル
で
ふ
き
取
る
。

（
濡
れ
た
ま
ま
だ
と
す
ぐ
冷
え
て
し

ま
う
）

平成22（2010）年１月号　№442　広報のだ

保健室
だより

年金です

　20歳を迎えたみなさん、成人おめでとうご
ざいます。
　新たな門出を迎えた新成人には、選挙権など
のいろいろな権利が与えられると同時に、いく
つかの義務も課せられます。「国民年金への加
入」もその一つです。
　この機会にしっかりと人生計画を立て、自分
自身の将来のため、国民年金に加入し、保険料
を納めてください。
　すでに厚生年金に加入している人を除き、20
歳を迎えられるすべての人を対象として、20
歳の誕生日前頃に資格取得届が送付されます。
必要事項を記入のうえ、年金事務所まで返送し
てください。
　なお、保険料の納付が困難な人には、保険料
の免除制度があるほか、学生には納付が猶予さ
れる学生納付特例制度がありますので、ご相談
ください。

■問い合わせ　日本年金機構二戸年金事務所☎
0195･23･4111、住民福祉課☎78･2928

国民年金は20歳から

冷
え
対
策

　村はホームヘルパー２級の養成講座を開いてい
ます。雇用対策に加え、介護に関する知識を持っ
た人材を幅広く育てるのが目的です。施設に頼り
がちな介護の現状を改め、家族や隣近所で支え合
える仕組みをつくるのも大きな狙いの一つです。
　野田村の65歳以上の高齢化率は2007年現在、
28.31％で、県平均25.76％をやや上回ります。
核家族化が進み、高齢者がいる世帯だけで介護し
がちな状況にあります。
　村は高齢者を周囲で支えあう地域づくりのた
め、介護の知識を持っている人を増やすよう同講
座を企画しました。
　受講生の年代は19歳から50代までの19人。う
ち３人が男性。若い世代は就職を目指して取り組
み、中高年は講座を通じて得た知識を家庭で生か
すため勉強する例が目立ちます。
　講座は昨年12月下旬に始まり、３月中旬まで土、
日曜を中心に計約30日、130時間実施。テキス
ト代などを除き、受講料は村が負担しています。
　講師は久慈地域の事業所で働く人たちが中心。
受講生は資格取得に向けて、懸命に取り組んでい
ます。

「ヘルパー」養成で
高齢者を支える地域づくり

ま
っ 

し
ょ
う

ひ
た



のの
だ
ん
ち
ゅ

だ
ん
ち
ゅ

―
お
仕
事
は

　

野
田
村
保
育
所
の
保
育
士
で

す
。
常
に
笑
顔
で
子
ど
も
の
目

線
に
立
つ
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

盛
岡
や
八
戸
市
に
よ
く
行
き

ま
す
。
服
な
ど
の
買
い
物
が
多

い
で
す
。

 

―
自
慢
で
き
る
こ
と
は

　

何
事
に
も
す
ご
い
前
向
き
で

す
。

―
得
意
料
理
は

　

の
り
巻
き
を
練
習
中
で
す
。

キ
ュ
ウ
リ
、
タ
マ
ゴ
焼
き
、
シ
イ

タ
ケ
、
桜
で
ん
ぶ
を
盛
り
付
け
、

特
訓
し
て
い
ま
す
。

―
困
っ
て
い
る
こ
と
は

　

朝
起
き
れ
な
い
こ
と
で
す
。

―
好
き
な
食
べ
物
は　

　

ハ
ン
バ
ー
グ
や
カ
ツ
丼
な
ど
の

肉
系
で
す
。

―
自
分
の
性
格
は　

　

あ
ま
り
考
え
込
ま
な
い
で
す
。
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―
目
標
は　

　

27
歳
ま
で
に
は
結
婚
し
た
い

で
す
。

―
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は　

　

子
ど
も
好
き
で
相
性
が
合
う
、

お
笑
い
が
好
き
な
人
で
す
。
お

笑
い
芸
人
で
は
、「
は
ん
に
ゃ
」

の
金
田
哲
さ
ん

み
た
い
な
人
で
す
。

―
行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
は　

　

沖
縄
と
北
海
道
で
す
。

―
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は　

　

自
然
が
多
く
、
海
が
近
く
、

子
ど
も
が
元
気
な
と
こ
ろ
で
す
。

お
笑
い
好
き
が
い
い
!!

下
向　

可
奈
さ
ん

　
　
　

―
24
歳
・
旭
町
―

か　

な

の
だ
ん
ち
ゅ野

田
人

Ｎ
О
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｕ

「野田塩らーめん」が
   ５人に当たる！たんけんクイズ

　先月号の当選者は、明内美星さ
ん（北区）、佐藤かんなさ

ん（門前小路）、
前田千晶さ

ん（下泉沢）、米田由希さ
ん（下明内）、中野さえきさ

ん（前田小路）
です。おめでとうございます。締め切りは守ってネ♡

◎
ク
イ
ズ
で
す

問
題

　

観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ
る
店
内

に
入
り
、
３
つ
の
文
字
を
探
し

並
べ
替
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

言
葉
は
？

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住

所
、
地
区
名
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
０
２
８ー

８
２
０
１

　

野
田
村
大
字
野
田
20ー

14

　

広
報
の
だ
係
ま
で
。

（
２
月
１
日
締
め
切
り
）

※

イ
ラ
ス
ト
な
ど
自
由
に
お
書

　

き
く
だ
さ
い
。

悠真くん
（中平）

中村広美さ
ん・英里子さ

ん　長男
パパ・ママより

思いやりのある子に育ってネ♡

はる　ま

悠仁くん
　　（旭町）
小野寺修一さ

ん・理恵さ
ん　次男

ママより

お兄ちゃんと仲良く遊ぼうネ♡

ゆう　じん

結月ちゃん
（玉川）

玉川勝さ
ん・幸江さ

ん　長女
パパより

元気で大きく育ってネ♡

平成22（2010）年１月号　№442　広報のだ

ゆ　づき

すぐる

　

第
62
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大

会
は
こ
の
ほ
ど
、
岩
手
県
民
会

館
で
開
か
れ
、
永
年
に
わ
た
る

功
績
が
認
め
ら
れ
、
本
村
の
３

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
敬
称
略
で
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
県
知
事
表
彰　

川
戸
道
益
雄

（
社
会
福
祉
団
体
役
員（
村
身
障

協
副
会
長
））　

▼
大
会
長
表
彰

野
竹
み
つ
え
（
永
年
勤
続
民
生

委
員
・
児
童
委
員
）　

▼
大
会

長
褒
章　

小
谷
地
チ
ヱ
子
（
在

宅
介
護
者
）

福
祉
へ
深
い
心

　
　

精
進
実
る

お
笑

悠仁
　　（旭町
小野寺修一
ママより

お兄ちゃん

ゆうじん

結
ゆ

ん

町）
くん

旭町

結月ちゃん
（玉川）

江さ
ん 長女
パパより

育ってネ♡

会館功人お▼

結月ちゃん
づき



アポイの樹風呼ぶまち
こ　かぜ

北
海
道
様
似
町
121121121121127

一年の無事を祈る参加者

　

ア
ポ
イ
岳
か
ら
初
日
の
出
を
見
よ
う
と
、

様
似
山
岳
会
が
恒
例
の
「
ア
ポ
イ
岳
ご
来

光
登
山
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
10
人
は
元
日
の
午
前
３
時
半
、

登
山
口
を
出
発
し
ま
し
た
。
木
々
に
囲
ま

れ
た
雪
の
登
山
道
を
進
み
、
１
時
間
ほ
ど

で
５
合
目
の
避
難
小
屋
に
到
着
。
こ
こ
か

ら
頂
上
ま
で
は
尾
根
伝
い
の
道
で
、
頂
上

を
目
指
す
２
名
の
他
は
、
強
風
の
た
め
こ

こ
で
夜
明
け
を
待
ち
ま
し
た
。

　

晴
天
で
あ
れ
ば
、
太
平
洋
か
ら
昇
る
ご

来
光
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ア
ポ
イ
岳
で

す
が
、
今
年
は
雲
の
た
め
残
念
な
が
ら
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

空
が
明
る
く
な
っ
た
頃
、
参
加
者
は
雪

で
作
っ
た
神
棚
に
お
供
え
を
飾
り
、
山
頂

に
向
か
い
手
を
合
わ
せ
一
年
の
無
事
を
祈

願
し
ま
し

た
。
そ
の

後
、
避
難

小
屋
で
お

雑
煮
を
食

べ
な
が
ら
、

冷
え
た
身

体
を
温
め

て
い
ま
し

た
。
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〜
テ
ー
マ「
睦
月
」〜

短　

歌

元
日
や
若
水
汲
み
し
も
遠
き
日
に

　
　
　
　
　

迎
へ
る
詞
も
朧
げ
と
な
り　
　
　
　
　
　

岩
山　

晶
川

三
鉄
の
始
発
列
車
の
窓
灯
り

　
　
　
　
　

師
走
の
海
辺
南
へ
と
ゆ
く　
　
　
　
　
　

小
野　
　

満

そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
合
わ
ず
と
も
今
朝
も
ま
た

　
　
　
　
　

厨
に
立
ち
て
冬
菜
洗
ひ
し　
　
　
　
　
　

古
山　

静
香

冬
枯
れ
野
松
の
林
に
笹
青
く

　
　
　
　
　

爽
め
く
風
に
葉
裏
光
り
て　
　
　
　
　
　
　
　

〃

湯
豆
腐
の
に
ん
に
く
の
香
り
風
邪
気
味
の

　
　
　
　
　

夫
の
室
ま
で
入
り
く
る
宵
に　
　
　
　
　

福
盛
田
信
子

俳　

句

初
詣
綿
津
海
神
社
人
か
げ
ま
ば
ら　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　
　

満

初
日
待
ち
寒
満
月
は
山
の
端　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
山　

晶
川

初
光
り
十
府
ケ
浦
辺
に
喚
声
し
き
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

雲
を
分
け
光
の
海
を
初
日
出
づ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

師
走
な
る
雑
踏
に
ゐ
て
み
な
無
口　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

勲

数
へ
日
の
母
を
お
と
な
ふ
一
日
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

川　

柳

新
し
き
ノ
ー
ト
に
託
す
わ
が
余
生　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
セ
ツ
子

お
休
み
処
よ
り
ど
こ
ろ
投
稿
箱
よ
り

年
寄
り
の
知
恵
袋
に
学
ば
さ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ　

子

年
始
め
今
年
こ
そ
は
と
気
合
入
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ　

子

祝
い
酒
踊
り
出
す
友
に
ア
ン
コ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ　

子

図
書
館
投
稿
箱
よ
り

読
み
聞
か
せ
聞
い
て
楽
し
い
本
な
ん
だ　
　
　
　
　
　

う
ち
ざ
ゆ
う
き

給
食
を
い
つ
も
残
さ
ず
食
べ
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　
　

前
川　

美
悠

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸
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友　好　町　村　だ　よ　り

ア
ポ
イ
岳

　

ご
来
光
登
山
会
開
催

みみ
んん
なな
のの
声声

イイ
ララ
スス
トト

ココ
ーー
ナナ
ーー

◯ナ
正
月
は
お
も
ち
を
い
っ
ぱ
い

　　
食
べ
た
か
な
♡

中
野
さ
え
き
さ
ん（
前
田
小
路
・
８
歳
）

◯ナ
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
い
や
さ
れ
ま
す
♡

　　
　 米

田
由
希
さ
ん（
下
明
内
・
９
歳
）

◯ナ
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
ネ
♡

　　
　 佐

藤
か
ん
な
さ
ん（
門
前
小
路
・
８
歳
）

◯ナ
今
年
も
ヨ
ロ
シ
ク
ね
♡

　　
　 前

田
千
晶
さ
ん（
下
泉
沢
・
10
歳
）

◯ナ
と
て
も
か
わ
い
い
女
の
子
で
す
ネ
♡

　　
　 明

内
美
星
さ
ん（
北
区
・
10
歳
）

こ
と
ば

お
ぼ
ろ

つ
ま

わ
だ　

つ　

み



軽い体操を続けることが長生きにつながります

このコーナーは、高齢者の生活に関連

する制度や事業などを紹介します。

住民福祉課 ☎78･2927
「
健
康
で
長
生
き
」を
村
が
支
援

　第７回お達者道場は12月17日、村生涯学習セ
ンターで開かれました。
　介護予防運動士の先生は「いろんなところにあ
る段差は、年をとるとつらく不便に感じるが、昔
の人はその段差を利用して日頃から足を上げる筋
力や体を支えるバランスを養っていた。しかし、
現代はバリアフリーが主流。生活しながら自然に
運動することが困難になっている。いつまでも自
立して元気に生きるためには、運動をしなければ
ならない世の中になった」と豊かなくらしへの警
鐘を鳴らしました。
　皆さんも、舗装された道路やエレベーター、お
店で買える洋服やお惣菜を便利と感じているでし
ょう？だからこそ、健康で生きるためには「わざ
わざ運動する」ことが必要なのです。

　こたつに入りながら手足のグーパー体操、孫と
一緒にじゃんけんゲーム、入浴中に足首や足の指
回し、１日３回は背伸びや深呼吸、どれもあなた
が意識すれば簡単にできる運動です。体が、とっ
ても楽♪に感じるようになりますよ！

お達者道場日誌
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災
害
時
の
避
難
支
援

　

村
は
、
民
生
委
員
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
、
災
害
時
の
避
難
に
支

援
を
必
要
と
す
る
人
（
災
害
時

要
援
護
者
）
を
調
査
し
、
支
援

体
制
を
整
備
す
る
避
難
支
援
計

画
を
本
年
度
中
に
作
り
ま
す
。

対
象
者
の
把
握

　

災
害
時
要
援
護
者
の
情
報
を

調
査
し
ま
す
。

①
所
在
地

②
心
身
の
状
況

③
避
難
時
に
必
要
な
支
援

④
緊
急
連
絡
先

支
援
の
役
割
分
担

　

災
害
時
に
、
だ
れ
が
ど
う
支

援
を
行
う
か
、
対
象
者
ご
と
の

役
割
を
決
め
ま
す
。
声
か
け
、

情
報
伝
達
、
避
難
介
助
を
行
い

ま
す
。

名
簿
の
作
成

　

対
象
と
な
る
人
か
ら
は
同
意

を
得
て
名
簿
を
作
り
、
消
防
団

な
ど
関
係
団
体
で
情
報
を
共
有

し
、
災
害
時
に
備
え
ま
す
。

初
の
研
修
で
人
材
育
成

ヘ
ル
パ
ー
研
修
に
19
人

　

村
主
催
の
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養

成
研
修
の
開
講
式
が
12
月
23
日
、

村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
受
講
生
19
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

小
田
村
長
は
「
最
後
ま
で
受

講
し
、
知
識
と
技
術
を
身
に
付

け
、
就
職
に
役
立
て
て
地
域
介

護
の
担
い
手
と
な
る
よ
う
期
待

し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
３
月
ま
で
１
３
０

時
間
の
講
義
と
実
習
な
ど
を
行

い
、
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

同
研
修
は
、
村
独
自
の
初
め

て
の
事
業
で
す
。
費
用
は
、
教

材
費
や
検
診
な
ど
の
個
人
負
担

を
除
い
て
、
１
人
あ
た
り
６
万

円
超
の
受
講
料
全
額
を
村
が
支

援
し
ま
す
。

㉒お達者コーナーお達者コーナー
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村は、地域における介護福祉の
人材確保・育成および住民の資
格取得を進め、村民を対象とし
たホームヘルパー２級課程を行
い、必要な知識や技能を持つヘ
ルパーの養成を図っています。



「第58回成人式」
（１/10  総合センター）

「鏡開きで光輝く１年の幕開け」
（１/４  新年交賀会）
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キラッとのだとのだキラッとのだ

ちょっと

　 寄り
道

雪の安家川…岩手県の北上山地を水源に、三陸
の海へと注ぐ清流安家川。全長48㎞の高度差が
ある銘川。渓流釣りの原始河川として全国的に
有名。全国有数のサケマスふ化場があり単河川
ふ化能力は日本一です。

電子申請システムのアンケート
　県は、県内市町村と共同で24時
間365日「電子申請サービス」を県
民などに提供しています。
　このシステムをさらに便利にご利
用いただけるよう、アンケート調査
（所要時間３分程度）を県のホーム
ページ上で行っています。
　アンケートに答えると、抽選で「安
心、おいしい、いわての雑穀　岩手
県産十二穀」または「小岩井農場マ
ドレーヌ」をプレゼントします。

https://shinsei.e.pref.iwate.lg.jp/
uketuke/index.jsp
■締め切り　２月28日（日）
■問い合わせ　岩手県ＩＴ推進課☎ 
019･629･5247

ナ ー ス 体 験 募 集
　岩手県ナースセンターは、県民と
医療関係者が交流し、医療や看護の
あり方を共に考え、看護することや
人の命の理解を深めるため「ふれあ
い看護体験」を行います。
■募集締め切り　２月18日（木）
■期間　５月９日（日）～15日（土）の
「看護週間」など
■対象者　中・高校生、一般
■場所　病院、介護老人保健施設、
保健所、市町村保健センター、訪問
看護ステーション、福祉施設など
■問い合わせ　〒020-0117 盛岡市
緑が丘２丁目4-55  ㈳岩手県看護協
会　岩手県ナースセンター☎019･
663･5206

第６回「結いっこ講演会」
　障がいのある人の社会参加や交流
促進、地域住民と一体の住みよいま
ちづくりと心のバリアフリー化を進
めるため、結いっこ講演会を開催し
ます。
■日時　2月13日（土）
　　　　13：30～15：00
■場所　久慈市総合福祉センター
■講師　紫波町社会福祉協議会会長
　　　　近藤英一 氏
■主催　チャレンジド結いっこ・や
ませの里連絡協議会
■その他　入場料無料・申込不要
■問い合わせ　久慈市社会福祉協議
会☎53･3380

岩手県U・IターンフェアⅡ
■日時　２月21日（日）13：00～
■場所　東京交通会館
　　　　（12Ｆダイヤモンドホール）
■対象者
　首都圏在住のU・Iターン希望の社
会人及び岩手県内企業への就職をめ
ざす学生
■参加企業
　県内に求人がある企業
■内容
・参加企業との個別面談
・盛岡公共職業安定所の就職相談
・市町村からの就職情報など
・㈳岩手県農業公社の就農情報
・㈳岩手県看護協会による看護職の
　就職相談
■その他　入場無料・予約不要
■問い合わせ　財団法人ふるさとい
わて定住財団☎019･653･8976

野田村育英会の奨学生募集
　野田村育英会は平成22年度の奨
学生を募集します。
　村内に住む人の子が大学、短大、
専門学校に進学したとき、学費など
を無利子の奨学金を借りることがで
きます。
■応募締切　３月末日
■応募資格　学業成績が優秀で生活
態度がよく、心身ともに健康である
こと
■奨学金　①大学・短大または看護
師・保健師などの養成のための学校
…月額３万円、②理学療法士等医療
系専門学校など…月額２万円
■提出書類　学費貸費願、戸籍謄本、
保護者世帯の所得証明書、資産証明
書、納税証明書、健康診断書、高校
の成績証明書、大学の合格通知書
■問い合わせ　村育英会事務局（村
教育委員会事務局）☎78･2936

九戸地方育英会奨学生募集
　九戸地方育英会は、教員を目指す
大学生などの奨学生を募集します。
■応募資格
①本県の教員を志望している学生
　（入学見込み含む）
②学業成績に優れ、品行方正な人
③心身ともに健康な人
④久慈管内に本籍がある人
■募集期限　３月26日（金）
■提出先　村教育委員会事務局
■問い合わせ
　久慈市教育委員会総務学事課☎
52･2111、村教育委員会事務局☎
78･2936

平成22（2010）年１月号　№442　広報のだ

 
検索岩手県電子申請ポータル



「赤い羽根募金を村長に伝達」 
（12/1  野田小）

「同」 
（12/22  久慈工）

「同」
（1/5  野田中）

給食センター配送員を募集！
　平成22年４月から村学校給食セ
ンタ－で働く配送員（1人）を募集
します。
　希望者は次により履歴書を提出し
てください。
■面接試験日　２月18日（木）
　　　　　　　午後１時30分～
■受験資格　25歳以上40歳未満（平
成22年4月1日現在）の人で、普通
自動車運転免許を所有し、村内に在
住（予定含む）する人
■受付期間　１月25日～２月15日
■問い合わせ　村教育委員会事務局
☎78･2936

能 力 開 発 研 修

■講習時間　9：00～16：00
■問い合わせ　久慈職業能力開発セ
ンター☎53･6261

「司法書士事務所」無料相談
　岩手県司法書士会は、２月を「相
続登記はお済みですか月間」と定め
ています。
　「司法書士事務所」無料相談を行
いますので、お気軽にご相談下さい。
■日時　２月１日～２月末日（土日・
祝日は除く）
■場所　各司法書士事務所
（県内各地の司法書士の個人事務所）
■問い合わせ　岩手県司法書士会☎
019･622･3372

21

戸籍の窓口

★お誕生おめでとう
　　明　内　永　來（永世・舞）　　下明内

■ご冥福を祈ります
　　岩　山　ミ　チ（91）　　 　下明内
　　明　内　昭　男（69）　　　 下明内
　　日　當　モ　ト（81）　　　 間　明
　　櫻　庭　八重子（89）　　　 中新山
　　外　舘　松五郎（92）　　　 米　田
　　大　﨑　ツ　ヤ（73）　　 前田小路

人の動き
　　　男　　２,４０７　人 　（＋ 1）
　　　女　　２,５０８　人 　（－ 4）
　　　計　　４,９１５　人 　（－ 3）
　　世帯数　１,６８４世帯（＋ 2）
　　○村内の交通事故　人身事故　１件
　　　　　　　　　　　物損事故　１件
　　○救急車出動件数　　　　　　19件
　　　　　　　　　　（うち村外　10件）
　　○飲酒運転検挙者数　　　　　０人
　　（平成19年８月からの累計１人）

交通死亡事故ゼロ継続中
　　　　　４９９日（12月末現在）

駐在所だより
　冬になり、スリップによる事故が多く
発生しています。
　野田村では積雪が少ない代わりに、圧
雪路面よりも危険となる黒凍結路面が
所々に見られます。
　冬道は、たとえ雪が無くても危険な場
所がたくさんありますので、常にカモ運
転を心がけ、安全運転と交通事故防止に
努めましょう。
■問い合わせ
　久慈警察署野田駐在所 ☎78･2161

ほっとひといき
▼初日の出を２年連続玉川駅で迎えた▼大勢
の観光客らはオレンジ色に輝く太陽に手を合
わせた▼ドカ雪の次は平均気温が氷点下の厳
しい冷え込みが続く▼過酷な冬に負けない
「広報のだ」を応援願います　　　　　　 ナ

渡り鳥への餌付けしないで
　渡り鳥などに餌を与えたり、ゴミ
を放置することによって、生態系や
鳥獣の保護などに影響が生じるおそ
れがあります。
　希少鳥獣等の保護のために行われ
る給餌などの特別な場合を除き、渡
り鳥などへの餌付けや飛来地などに
ゴミを放置しないよう、ご理解とご
協力をお願いします。
■問い合わせ
　産業振興課☎78･2926

労働保険の手続きはおすみですか?
　労働保険は、労働者災害補償保険
（労災保険）と雇用保険を合わせた
制度です。
　同制度は、労働者を１人でも雇用
している事業所はすべて加入手続き
をとらなければなりません。
■問い合わせ　二戸労働基準監督署
☎0195･23･4131、久慈公共職業安
定所☎0194･53･3374

労 災 年 金 相 談
　岩手労災年金相談所は、労働災害
や通勤災害で重度の障害を負った人
や遺族に対して、次の事業を行って
います。
○労災年金および保険､過労死など
の相談
○義肢装着者講習会・介護者講習会
○住宅介護支援、福祉用具購入費助
成、盲導犬の貸与
○重度障害者の絵画等作品展開催
■問い合わせ
　労災サポートセンター労災年金相
談所☎019･604･6033

はる　　　き

のだスナップ集

12月受け付け分
（敬称略）

九戸郡野田村大字野田16ー20

ＴＥＬ 080-5220-5368

健康になるためのカイロプラクティック総合指導法
肩こり、腰痛でお悩みの方、悩み解消!!

＊カイロプラクティックとは、
背骨や骨盤の歪みを徒手によ
って矯正する治療法で、薬物
や手術を除く体操・食餌・物
理療法を含む治療法です

JCA 日本カイロプラクティック連合会
　　 全国健康生活普及会会員

カイロプラクター  北田幸二

電話予約電話予約して下さいして下さい電話予約して下さい

申込期限
１/20
２/３
２/10

月　日 研修内容
ExcelVBA（実践活用）
インターネットセキュリティ
ホームページ作成（基礎）

２/３～４
２/17～18
２/24～25
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毎
年
の
事
な
が
ら
年
末
年
始
は

全
国
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
に
、

意
匠
惨
憺
し
な
が
ら
一
月
末
締

め
切
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

来
年
用
干
支
の
う
さ
ぎ
の
イ
ラ

ス
ト
に
も
手
を
付
け
て
い
ま
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年　

初
春
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ほうとう鍋

サトイモ ‥‥‥‥‥‥ ５個
カボチャ ‥‥‥‥‥‥ 200g
油揚げ ‥‥‥‥‥‥‥ １枚
コンニャク ‥‥‥‥‥ 1/2枚
ニンジン ‥‥‥‥‥‥ 1/2本
ナメコ ‥‥‥‥‥‥‥ １袋
長ネギ ‥‥‥‥‥‥‥ ２本
だしコンブ ‥‥‥‥‥ 適量
ニボシ ‥‥‥‥‥‥‥ 適量
水 ‥‥‥‥‥‥ ７カップ～
赤みそ ‥‥‥‥‥‥　40g～
白みそ ‥‥‥‥‥‥　40g～
みりん ‥‥‥‥‥‥‥ 適量
すいとん粉 ‥‥‥‥‥ 400g
　塩　　　　　　　 小さじ１　ぬるま湯　　　　 １カップ

睦
月

S E A S ON

NODA

四

季

だだ

市
旬菜
の

場

だ

市
旬菜
の

場

だ

市
旬菜
の

場

＜作り方＞
①油揚げ・ニンジンは短冊切り。サト
イモは食べやすく切って下ゆでする。
コンニャクは手網に切り、ネギはぶ
つ切り。
②すいとん粉をふるい、塩とぬるま湯
を合わせて加え、箸４～５本で手早
く混ぜ合わせ丸めて、かたく絞った
濡れ布巾に包んで寝かせる。打ち粉
をたっぷりとふり、薄く伸ばし５㍉
幅に切る。
③鍋でだしをとり、コンブ・ニボシを
取り出して、みそを加える。
④コンニャク・ニンジン・サトイモ・カ
ボチャを煮て、半ば火が通ったらう
どん・油揚げを加える。仕上げに、み
りんを入れ、ナメコ・ネギを加える。

⎫
⎬
⎭

　

や
さ
し
い
日
差
し
が
注
ぐ
穏
や
か

な
海
。
風
が
や
み
、
波
が
な
く
な
り
、

海
面
が
静
ま
る
朝
凪
の
厚
井
浜
。
寒

い
。肌
を
突
き
刺
し
骨
身
に
染
み
る
―
。

　
「
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
」
と
サ
イ
レ
ン

の
合
図
。
50
隻
を
超
え
る
船
が
一
斉

に
漁
を
始
め
る
。

　

野
田
の
ア
ワ
ビ
漁
は
12
月
が
最
盛

期
。
厳
し
い
冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
。

三
陸
海
岸
の
一
部
を
な
す
磯
浜
は
、

船
群
が
ひ
し
め
き
活
気
を
増
す
。

　

箱
メ
ガ
ネ
に
顔
を
ぴ
っ
た
り
付
け

た
ま
ま
海
底
に
目
を
凝
ら
す
。
岩
場

に
同
化
し
て
い
る
ア
ワ
ビ
の
見
分
け

も
至
難
の
業
だ
。
漁
師
た
ち
は
片
手

で
カ
ギ
棒
を
持
ち
、
見
つ
け
た
ア
ワ

ビ
に
引
っ
掛
け
る
と
、
一
気
に
引
き

抜
く
。

　

ア
ワ
ビ
の
口
開
け
は
毎
年
行
わ

れ
、
沿
岸
地
域
な
ら
で
は
の
風
物
詩

と
言
え
る
。

■ 

撮
影
日　

平
成
21
年
12
月
16
日

■ 

撮
影
地　

野
田
村
厚
井
浜
（
米
田
地
区
）

大
唐
の
倉
を
望
む

ア
ワ
ビ
の
口
開
け

● 材  料 ●  （５～６人分）


